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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月31日(2016.10.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の流れが第１の燃料を含み、第２の流れが第１の酸化剤及び第１の希釈剤を含むそ
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れぞれの第１及び第２の流れをタービン燃焼器のチャンバ内に別々に注入して拡散火炎を
発生させる第１及び第２の通路を含む第１の拡散燃料ノズルを含むタービン燃焼器と、
　前記タービン燃焼器内の前記拡散火炎からの燃焼生成物によって駆動されるタービンと
、
　排気ガスを圧縮してそれを排気ガス再循環経路に沿って前記タービンから前記タービン
燃焼器に送るように構成された排気ガス圧縮機と、を備えている、
　ことを特徴とするシステム。
【請求項２】
　前記第１の希釈剤は、前記排気ガスの一部、蒸気、窒素、別の不活性ガス、又はこれら
の何れかの組み合わせからなる、
　請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記第１及び第２の通路は、前記第１の拡散燃料ノズルの下流端部に沿って配置された
それぞれの第１及び第２の出口を有し、前記第１及び第２の通路は、該第１の拡散燃料ノ
ズルに沿って互いに隔離されている、
　請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記第１及び第２の通路は、同心配列で配置される、
　請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記第１の通路は、前記第２の通路の周囲に延びる、
　請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記第２の通路は、前記第１の通路の周囲に延びる、
　請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記第１の拡散燃料ノズルは、前記第１及び第２の通路とは別個の第３の通路を含み、
該第３の通路は、第３の流れを該第１及び第２の流れとは別に前記チャンバ内に注入する
ように構成され、該第３の流れは、第２の燃料、第２の希釈剤、又は第２の酸化剤からな
る、
　請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　前記第１の拡散燃料ノズルは、前記第１、第２、及び第３の通路とは別個の第４の通路
を備え、
　前記第４の通路は、第４の流れを前記第１、第２、及び第３の流れとは別個に前記チャ
ンバ内に注入するように構成され、
　前記第４の流れは、第３の燃料、第３の希釈剤、又は第３の酸化剤からなる、
　請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記タービン燃焼器は、前記第１の拡散燃料ノズルから下流側に配置された希釈剤注入
システムを備え、
　前記希釈剤注入システムは、前記排気ガスの一部、蒸気、窒素、又は別の不活性ガス、
又はこれらの組み合わせを前記第１の拡散燃料ノズルから下流側の前記タービン燃焼器の
前記チャンバ内に注入するように構成されている、
　請求項１に記載のシステム。
【請求項１０】
　センサフィードバックに応答して１又は２以上の作動パラメータを調整し、前記排気ガ
スの当量比又はエミッションレベルを制御する制御システムを備え、
　前記１又は２以上の作動パラメータは、前記タービン燃焼器への酸化剤流量及び／又は
燃料流量からなり、
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　前記制御システムは、約０．９５と１．０５の間の前記当量比を維持するように構成さ
れている、
　請求項１に記載のシステム。
【請求項１１】
　第１の流れが第１の燃料を含み、第２の流れが第１の酸化剤及び第１の希釈剤を含む第
１及び第２の流れを別々にタービン燃焼器のチャンバ内に注入して拡散火炎を発生させる
ステップと、
　前記拡散火炎からの燃焼生成物でタービンを駆動するステップ、及び排気ガスを出力す
るステップと、
　前記排気ガスを排気ガス再循環経路に沿って排気ガス圧縮機まで再循環させるステップ
と、
　前記排気ガスを圧縮してそれを前記タービン燃焼器に送るステップと、備えている、
　ことを特徴とする。
【請求項１２】
　前記第１の希釈剤は、排気ガスの一部、蒸気、窒素、別の不活性ガス、又はこれらの何
れかの組み合わせからなる、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記注入するステップは、第１の拡散燃料ノズルに沿って互いに隔離されたそれぞれの
第１及び第２の通路から前記第１及び第２の流れを別々に注入するステップを有している
、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記注入するステップは、第１の拡散燃料ノズルに沿って互いに隔離されたそれぞれの
第１、第２、及び第３の通路から前記第１の流れ、前記第２の流れ、及び第３の流れを別
々に注入するステップを備え、
　前記第３の流れは、第２の燃料、第２の希釈剤、又は第２の酸化剤からなる、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記注入するステップは、第１の拡散燃料ノズルに沿って互いに隔離されたそれぞれの
第１、第２、第３、及び第４の通路から前記第１の流れ、前記第２の流れ、第３の流れ、
及び第４の流れを別々に注入するステップを備え、
　前記第３の流れは、第２の燃料、第２の希釈剤、又は第２の酸化剤からなる、
　前記第４の流れは、第３の燃料、第３の希釈剤、又は第３の酸化剤からなる、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　希釈剤の流れを前記第１の拡散燃料ノズルから下流側の前記チャンバ内に注入するステ
ップを有している、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記希釈剤の流れを前記タービン燃焼器のライナーの複数の開口部を通して注入するス
テップを含み、該希釈剤の流れは、前記排気ガスの一部からなる、
　請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記タービン燃焼器の少なくとも１つの壁を貫通する複数の希釈剤注入器を通して前記
希釈剤の流れを注入するステップを備え、
　前記希釈剤の流れは、前記排気ガスの一部、蒸気、窒素、又は別の不活性ガスからなる
、
　請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
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　前記排気ガス再循環経路に沿った第１の触媒ユニットを用いて前記排気ガスを処理する
ステップを有している、
　処理するステップは、前記排気ガス内の一酸化炭素、二酸化炭素、及び未燃炭化水素の
濃度レベルを制御するステップを有している、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項２０】
　センサフィードバックに応答して１又は２以上の作動パラメータを調整し、前記排気ガ
スの当量比又はエミッションレベルを制御するステップを有し、
　前記１又は２以上の作動パラメータを調整するステップは、前記当量比を約０．９５と
１．０５の間に維持するステップを有している、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項２１】
　酸化剤を少なくとも１つの酸化剤圧縮機に導入して圧縮酸化剤ストリームを生成するス
テップと、
　再循環された低酸素含有ガスストリームをガスタービンエンジンの圧縮機セクションに
導入して圧縮低酸素含有ガスストリームを生成するステップと、
　前記圧縮低酸素含有ガスストリームの第１の部分を前記圧縮酸化剤ストリームの第１の
部分と混合するステップ、及び希釈圧縮酸化剤ストリームを生成するステップと、
　実質的に化学量論比で前記圧縮酸化剤ストリーム及び燃料ストリームを少なくとも１つ
のタービン燃焼器に導入するステップ、燃焼ポイントにて該希釈圧縮酸化剤ストリーム及
び該燃料ストリームを混合するステップ、及び該希釈圧縮酸化剤ストリーム及び該燃料ス
トリームの該混合物を燃焼させ拡散火炎を生成するステップと、
　前記圧縮低酸素含有ガスストリームの第２の部分を前記少なくとも１つのタービン燃焼
器に導入するステップ、それを前記燃焼ポイントの後で希釈圧縮酸化剤と燃料との前記燃
焼ストリームと混合するステップ、及び高温高圧低酸素含有ストリームを生成するステッ
プと、
　前記高温高圧低酸素含有ストリームを前記ガスタービンエンジンの膨張器セクションに
導入するステップ、及び該高温高圧低酸素含有ストリームを膨張させて機械出力及び再循
環された低酸素含有ガスストリームを生成するステップと、
　前記機械出力の第１の部分を使用して前記ガスタービンエンジンの前記圧縮機セクショ
ンを駆動するステップと、
　前記機械出力の第２の部分を使用して発生器、前記少なくとも１つの酸化剤圧縮機、又
は少なくとも１つの他の機械デバイスのうちの少なくとも１つを駆動するステップと、
　排気ガス圧縮機を使用して、前記ガスタービンエンジンの前記膨張器セクションの出口
から前記圧縮機セクションの入口までの再循環ループで前記再循環された低酸素含有ガス
ストリームを再循環させるステップと、
　前記ガスタービンエンジンから前記圧縮低酸素含有ガスストリームの少なくとも第３の
部分を抽出するステップ、該圧縮低酸素含有ガスストリームの該少なくとも第３の部分を
前記第１の少なくとも１つの酸化触媒ユニットに送給するステップ、及び低酸素含有生成
物ストリームを生成するステップと、有している、
　ことを特徴とする方法。
【請求項２２】
　前記圧縮酸化剤ストリームの第２の部分を前記第１の少なくとも１つの酸化触媒ユニッ
トに導入し、前記圧縮低酸素含有ガスストリームの前記第３の部分に含まれる一酸化炭素
、水素、未燃炭化水素、又は不完全燃焼の類似の生成物のうちの前記少なくとも１つの少
なくとも一部を酸化するステップを有している、
　請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　酸化燃料を前記第１の少なくとも１つの酸化触媒ユニットに導入するステップ、及び前
記圧縮低酸素含有ガスストリームの前記第３の部分に含まれる残留酸素の少なくとも一部
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を還元するステップを有している、
　請求項２１に記載の方法。
【請求項２４】
　前記第１の少なくとも１つの酸化触媒ユニットの上流側、該第１の少なくとも１つの酸
化触媒ユニットの下流側、又は両方で、前記圧縮低酸素含有ガスストリームの前記抽出し
た第３の部分内の成分を測定するステップであって、前記測定される成分が、酸素、一酸
化炭素、水素、窒素酸化物、及び未燃炭化水素のうちの少なくとも１つであるステップと
、
　前記燃焼当量比、前記圧縮酸化剤ストリームの前記第２の部分の流量、又は前記酸化燃
料の流量のうちの少なくとも１つを調節するステップと、
　前記第１の少なくとも１つの酸化触媒ユニットの下流側で前記測定される成分のうちの
少なくとも１つの望ましいレベルを達成するステップと、を備えている、
　請求項２１に記載の方法。
【請求項２５】
　炭化水素回収を高めるために前記低酸素含有生成物ストリームの少なくとも一部を地下
リザーバに搬送するステップを有している、
　請求項２１に記載の方法。
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